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世界に誇る装備品参 ブテス を

工業組合は 11月28日、視察研修事業として不破郡垂井町にあるナブテスコ（株）の岐阜工場

と亜井工場を見学した。ナブテスコは岐阜県の成長産業モデル企業で、岐阜工場は航空機の

可動翼を油圧で三次元制御する「フライト。コントロール傘アグチュエーション・システ

ム」を世界の航空機産業へ提供する航空宇宙カンパニー。垂井工場は帝人製機時代から引き

継いだ油圧機器の専門工場全パワーコントロールカンパニーとして知られる国際企業である。

ナブテスコの岐阜工場

と垂井工場は、新幹線や

JR東海道線の車窓から

える工場。帝人製機闘

と（l）ナブコが、平成1

に油圧機器事業の業務提

携を経て、製

ア技術を麟に

た新しい

コ

は呈井町が大戦後企

した帝人製機の正 ボーイング社のサプライヤー・イヤーの表彰旗前で記念撮影

井工場を基に、成長発展してきた岐阜県を代表 ンパニーを訪閂した。見学は DVDにより会社

る大型工場の一つである。 概況を間いた後、竹林亘工場長は「カンパニー

プテスコの岐阜工場と重井工場は約 1キロ饂 詞度を導人し、精密機器、崖業用機器、

製品分野は異なるが「うごかす、とめる、 油圧機器、輸送用機器の 4部門が、各業界の好

を情密制御するテクノロジー」を駆使する兄弟 不況を補い合う安定した企業経営を目指してい

工場である。 2工場で全社年間売上高2446億円 る」と

（資本金100億円、従業員2222人）の半分近く

を占める拠点工場で、さらに両工場とも新工場

建設や施設増強を進めている。

研修会一行は午前中に岐阜工場の航空宇宙カ

を話していた。

くり

製造工場の見学は、主力製品の油圧装置「フ

ライト・コントロール・アグチュエーション
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ボーイング社などの受注増で新工場を建設中

システム」の説明を聞きながら、材料受入一成

形一溶接ー機械加工ー研磨一組立一完成検査の

順に、様々な機械の間を潜って部品が流れるエ

程を見て回った。加工から完成検査までは 1~

2階で行い、 3階は機密が求められる防衛庁関

連の製造工程に分かれていた。

航空機部品は「大半が“多種微量生産”で、

量産と微量生産の工程管理」は雌しいようだ。

また精密部品を扱うことから場内は平均25℃、

建物の仕切りはすべて自動ドアだった。

三次元の動きを制御する新技術

フライト・コントロール・アグチュエーショ

ン・システムとは、航空機の三次元の動きを正

確にコントロールするシステム。機首の上げ下

げを行う昇降舵、機首を左右に向けるための方

向舵、機体を左右に傾ける補助翼、ブレーキの

役割を担うスポイラーなどを、油圧の力で制御

研修会の一行は最初に岐阜工場を訪問

する。装置自体は表から見えないが、安定した

離着陸、姿勢制御、方向転換がスムーズにでき

ないと、航空機の乗り心地に大きく影響するこ

とから‘‘航空機の中核装置”といわれる。

システムはボーイング社の航空機に全面採用

され、信頼性の維持と向上に貢献している。と

くにベストセラーになった777や次世代小型ジ

ェット機737Mに採用されるフライ・バイ・ワ

イヤー方式のシステムは“操縦装置からの入力

を電気信号で油圧装置に伝える新方式”で、す

でに納入開始している。 MRJ始め国産機のシ

ェアでは100％を誇り、ボーイング社からは品

質管理や供給体制が高く評価され「サプライヤ

・オブ・ザ・イヤー賞」に選ばれた。

ボーイング社向けの新工場建設

航空宇宙カンパニーには約650人が働く。航

空機分野は「何よりも安全性が重視される」こ

とから、高く評価されている品質管理と生産技

術を常に維持する努力が続いている。多くの技

術者は国の検定資格はもちろん、企業独自の作

業者認定システムや特殊な経験・技術者を育て

る多能エ育成制度に取り組んでいる。

工場の南側では増設工事も始った。全体では

多種微量生産ではあるが「ボーイング社 (777

x、737M) 向けは量産加工が必要なので、施設

増強に踏み切った」と、明るい話が聞けた。

垂井工場では製品内容を聞きながら懇談
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減速機や油圧関連の製品
L パワーコントロールカンパニー

コア技術を駆使する垂井工場J
午後に訪間した垂井工場はパワーコントロー

ルカンパニー。建設機械用・走行ユニットや風

力発電機用・駆動装置の生産拠点である。

昭和36年、国道沿いに進出した帝人製機時代

の油圧機器工場。白水友朗工場長は「国内で高

いシェアを誇る走行ユニットをはじめ、旋回ユ

ニット、コントロールバルブ、パワーショベル

用の各種油圧関連製品を各メーカーヘ供給して

いる」とし、さらに

「最近はものづくり工程の自動化や生産能力

の強化に取り組み、機械工程ではマシニングセ

ンターとロボットを組み合わせて自動化率50%

を達成した。検査、塗装工程ではフル操業に近

い自動化ラインができており、見学の参考にし

てほしい」と話した。

小型化でパワーの走行ユニット

工場の加工工程では鋳物部品ー機械加工（精

密）ー製品ごとの組立ー検査一塗装へと進んだ。

機械加工工場は、切削音や大型機械の発生音が

響いていたが、研修会一行は全員作業帽に安全

メガネを着用し、従業員の活力を肌に感じなが

ら、完成していく工程を見ることができた。

担当者の説明によると、建機用の走行ユニッ

トは「減速機、油圧モーター、駐車ブレーキな

どをまとめた機器のことで、世界シェア30％を

握るトップメーカー」という。

走行ユニットは小型タイプでも数ル、大型ク

レーンなら百しを超えるパワーが必要となる。

集積した技術によって、コンパクトなサイズで

大きなパワーと効率、省エネ、過酷な使用条件

に負けない耐久性を実現、内外に認められた。

時代を迎えた風力発電駆動装置

風力発電機用駆動装置は、低風速でも強い風

速でも、最も風を受けやすい位置に旋回する仕

組み。さらに風速に応じて三翼の角度をコント

ロールして発電量を制御する。洋上発電や風力

発電時代を迎えて期待される製品。

減速機は産業用ロボットに活用

油圧製品の心臓部は精密減速機にあることか

ら、従来のインボリュート歯車を取り止め、ペ

リトロコイド歯車に変えて問題点を解消した。

これを機に産業用ロボットヘの採用が急速に進

み、世界シェア60％へ拡大している。

二工場を見学して「多種微量生産工捏の中で、

すり合わせ精密技術と自動化は両立し難いが、

蓄積したコア技術を基に目動化を実現しつつあ

る」と話す担当者の言葉に将来を感じた。

垂井工場の油圧関連製品の数々。左は風力発電機用の駆動装置。右は建機用の走行ユニット
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青年部が多治見で開く「き」業展に参加
Lプレ創立50周年記念事業纏下石青年部とコラボの展示J

工業組合青年部（武籐修平部長）は新春 2月

2日から 2日間、多治見市にあるセラミックパ

ークMINO（写真右）で開かれる『第15回「き」

業展』に参加・出展を決めた。親組合の支援を

得ることから『プレ創立50周年記念事業』とし

企画内容は、交流してきた下石陶磁器工業（協）

青年部有志との異業種交流成果を発表する。

今春から関始してきた下石青年部有志との異

業種交流事業は、互いの部員を工場へ招いて、

企業経営のあり方や商品開発をテーマに話し合

ってきた。交流を重ねる中で、プラスチックと

陶磁器両業界が協力するコラボ事業が提案され、

県発明くふう展で 3組合員受賞

L理事長賞はオンダ製作所に贈る一」

『岐阜県発明くふう展』が10月20日から 4日

間、岐阜市内のマーサ21で開かれ、審査の結果、

次の組合員企業 3社が受賞した。

企業の部では、カイインダストリーズ（株）の「湾

曲した爪切り」が岐阜県機械金属協会長賞、ま

た（株）オンダ製作所の「スポットカバーシステム」

には、協賛する当工業組合理事長賞を贈った。

中央会からアドバイザーを派遣してもらい、出

展に備えた最終プランをまとめている。

下石陶磁器協組は創立70周年の歴史ある組合

で、コラボ事業組合にふさわしい。

爪切りは刃先が爪の形に沿い、女性に優しく、

切れ味と美しいデザインを備えている。

スポットカバーは給水・給湯配管用の関連器

具で、デザインも機能も工夫され、水回り施工

後の周辺をすっきり仕上げることができる。

一般の部では八幡化成（株）の「アピュイ・マグ

スリング」が岐阜県優秀新製品奨励賞に選ばれ

た。キッチン、浴室、玄関など様々な壁面に使

用できる吊り下げ機具で、機能的なデザインと

強カネオジムにより 3007:7まで利用できる。

刃先が湾曲した爪切り 配管用カバーシステム 壁面仕様の吊り下げ器具
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「メッセナゴヤ」と「ものづくり」の二大産業展開く

県内企業・団体が新技術や研究成果売込む

ポートメッセと吹上ホールで大型産業展が開かれ、県内企業・団休・研究機関・大学の多

くが市場性の高さに注目して出展、ぎふの新技術・新製品・研究成果を売り込んだ。

過去最多1432企業・団体が出展

L企業規模の大小超え異業種交流二

ポートメッセで開かれた異業種交流展示会

『メッセナゴヤ2017』は11月8日から 4日間閲

かれ、会期中 7万人近い来場者が訪れ、商談な

どビジネス交流を深めた。内容は「独自技術の

提案」はじめ10テーマを提案した。出展者は過

去最多の1432企業・団体、わが国最大規模の異

業種交流展になった。今回は東海 3県中心に関

酉・北陸、さらに北海道・東北・熊本各県へと広

げ、海外からは韓国、インドなどの出展が目立

ち、年々グローバル化してきた。

岐阜県から115企業・団体が出展

L名古屋圏へ技術や新製品売り込むJ

岐阜県からは商工会議所・商工会・組合など

がグループを組み、前年の 1割増115企業・団

体が“ぎふのものづくり技術”や新製品を名古

屋圏へ売り込み、交流を呼びかけた。

とくに中津川・恵那・瑞浪•土岐はリニア中

央新幹線の新駅建設を背景に商圏の拡大、また

美濃加茂・山県・岐阜。大垣各地の企業は、建

設工事中の東海環状自動車道沿線地域の新製

•新技術売り込みを目指し、商談を呼びかけ

た。道路・交通網の整備推進によって、岐阜県

企業誘致促進協議会の出展ブースでは、工場用

地や適地の説明に追われていた。

部門別に 3会場に分かれて展示

メッセナゴヤは 3会場とセミナー・イベント

会場に分けて開催された。ドームの第 1展示館

は「機能・性能の高度化」「環境配慮・エネル

ギー」「営業支援。業務管理」など。第 2展示

館は「コスト低減・小型軽量化・効率化」「デ

ザイン性への提案」。第 3展示館は「独自技術の

提案」「信頼性・安全性」「産学・企業連携と地

域資源の活用」にテーマ区分されていた。

次回第13回の「メッセナゴヤ」は、 2018年

（平成30年） 11月7日（水）から 4日間、同じ

ポートメッセ国際展示会場での開催が決まり、

早くも PRを開始していた。

岐阜県から115企業・団体が出展した。左は岐阜商工会議所、右は中津川商工会議所のブース
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吹上げホールの次世代ものづくり展_--

中部の革新技術を発信

航空機やロボット産業も参加

吹上ホールでは『次世代ものづくり基盤技術

産業展』と『次世代自動車・航空機などに活か

すものづくり展』に『ロボットシンポジウム』

が加わり、 11月15日から 3日間、名古屋国際見

次世代ものづくり展に出展した岐阜県コーナー

びわ湖環境ビジネスメッセ

◇長浜で20回記念・西日本最大規模◇

隣県の滋賀県長浜市で『びわ湖ビジネスメッ

セ2017』が 10月18日から 3日間、長浜バイオ

大学ドームで開かれた。西日本唯一の環境総合

展で、今年は20回目に当たり「第4次産業革命

と環境産業の末来」をテーマに閲催された。

292社霧団体と組合員 2社が出展

国内外から292社。団体が①水ビジネス②ェ

コプロダクツ③廃棄物処理・リサイクル④新エ

ネ・省エネ⑤研究・啓発。ベンチャー事業一

など環境関連の最新技術や製品を披露した総合

見本市で、当工業組合員企業も 2社出展した。

展示会は、びわ湖の環境問題から始った企画

だけに地元の滋賀県を中心に京都、大阪、三重

の参加がめだった。岐阜県からは岐阜プラスチ

本市委員会が主催した。

出展は172企業・団休・研究機関で、岐阜県

からは15企業・団休・研究機関が参加し「もの

づくりを考える 3日間」とし、革新技術の成果

を発信した。また、ものづくりに特化した技術

講演会・セミナーも23テーマに分けて開かれ、

会場は熱心な技術者や研究者で賑わった。

岐阜県は産学官連携成果を紹介

岐阜県は、ぎふ技術革新センター運営協議会

が10企業・団休をまとめ、産学官連携による共

同開発成果を展示した。中でも炭素繊維複合材

の成形加工機器や航空機の部材認証に必要な規

格に準じた分析・検査業務を PRした。

航空機では川崎重工（株）航空宇宙カンパニーが

出展、地元各務原市は工程管理や精密切削加工

の4社が出展、ものづくりの町を紹介した。

ック工業（リス興業）が「河川氾濫や都市型水

害を守るプラスチック製。雨水貯留浸透槽リス

レインスタジアム」を、またコダマ樹脂工業は

「雨水利用タンク e ホームダムに加え、水位計

付きの新製品ユニット式330型」を展示した。

この他、岐阜地中熱利用研究会が地中熱利用

促進を呼びかけ、県内各地の導入事例を紹介す

る中で、組合員企業のオンダ製作所で施工した

工場空調を紹介し、関心を集めていた。

長浜ドームのびわ湖メッセ。組合員 2社参加
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射出成形の検定合格者は 1級7人、 2級33人
ロ電動成形機の不慣れを克服、合格率は全国水準へ回復ーロ

平成29年度前期技能検定『プラスチック成形・射出成形作業』の合格者発表があり、 1級

7人、 2級33人が合格した。前年度は電動成形機への不慣れと新規受検資格者の増加で、 2 

級は低い合格率に終わっていたが、努力が実り全国平均水準へ回復した。

2級合格者は昨年の汚名を挽回

平成29年度前期技能検定「プラスチック成形

・射出成形作業」は、 1級 7人、 2級33人が合

格した。 1級は学科・実技を含め33人が受検し

て7人合格、合格率は例年並みの21.2%。 2級

は学科・実技を含め 83人が受検し、 33人が合

格、合格率は39.7％ヘアップ、前年の汚名を挽

回した。この結果、県内の射出成形技能士は合

計で 1級284人、 2級は969人が誕生した。

次は工業組合関係の合格者。

《1級技能士合格者》

唐澤 勲（岐阜プラスチック工業閻）

吉田 和也（岐阜プラスチック工業（相）

野口 純平（岐阜プラスチック工業（株））

藤川幹夫（ムネカタ（桐）

《2級技能士合格者》

大木翔太（岐阜プラスチック工業（株））

志賀 彰（岐阜プラスチック工業（相）

重永住郎（岐阜プラスチック工業（株））

津田 真也（岐阜プラスチック工業（掬）

日比野祐志（岐阜プラスチック工業（株））

幅本聖人（岐阜プラスチックエ業（株））

岐阜県の最低賃金は時間給800円

岐阜県の最低賃金は10月 1日から時間給800

円が適用された。これまでより 24円アップし、

年齢に関係なくパート、学生、アルバイトなど

県内で働くすべての労働者に適用される。

宮路和馬（岐阜プラスチック工業（株））

朝格 図（西濃化成（株））

稲葉俊太（（樹中部合成）

土屋将弘（ムトー精エ（株））

吉村 卓也（メルコファンプロダクツ（株））

木明 耕佑（岐阜プラスチック工業（株））

山内 雅貴（岐阜プラスチック工業（株0)

山田康嗣（（相APC) 

清水 裕之（岐阜プラスチック工業（株））

小山 優太（岐阜プラスチック工業（株））

加藤孝太（アバンステクノ（株））

大畑 善裕（岐阜プラスチック工業（株））

村田凌太郎（岐阜プラスチック工業（株））

梶浦清寿（ムトー精エ（株））

鈴木 肇（ムトー精エ（株））

渡邊拓郎（ムトー精エ（株））

ブローと金型の検定は見送りに

後期の「プラスチック成形・ブロー成形」と

「プラスチック成形用・金型製作作業」の技能

検定は実施計画がなかった。

ただし、プラスチック関連職種の特級、機械

検査などは従来どおり実施される。

中部10県のトップは愛知871円、静岡832円、

三重820円、滋賀813円に次いで岐阜は 5番目の

金額。最高は東京958円、最低は沖縄737円。そ

の地域差は10年前の121円から、今年は221円ま

で広がっている。また、今回の見直しで全国平

均848円になり、 25円上昇した。
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前期技能検定実技試験を終えて

首席検定委員 長屋喜八

本年度は前年の反省を踏まえ、取り扱い説

明を入念に、また技能確認講習参加者を増や

した結果、全国平均の合格率をあげた。

実技では「充填工程」が追加され、フル充

填しない範囲で充填量を徐々に増していくシ

ョートショット成形品を、最低 5ショット提

出することが規定された。理由は数値だけの

記憶をたどるのではなく、成形作業上の「条

件出し」に必要な作業として追加された。

ところが実際には、規定された意図が理解

できず、ショートショットの条件出しに戸惑

う受検者が見受けられた。

成形段階では「受検者は不良品対策で、ど

のように成形条件を変えればよいのか」を考

えるべきです。その解決には成形作業の基礎

「不良原因とその対策」の習得が大切です。

職業能力開発促進大会開催
1級プロー成形で県知事賞を受賞」

岐阜県と職業能力開発協会が11月21日、ぎふ

清流文化プラザで開いた『第38回岐阜県職業能

力開発促進大会』で次の関係者が表彰された。

◇県知事賞・ 1級プラスチック成形・ブロー成形

2級には満足せず 1級めざす

ムトー精エ（株） 土屋将弘

中途入社なので、プラスチックの知識は

なく、成形作業に戸惑う毎日でした。配属

前に研修を受けたのですが、現場では知識

や経験の無さを思い知らされました。

将来への不安を感じていた時、上司や成

形機に取り組む先輩たちから技能検定の話

を聞いて、受検を決意したのです。

技能士を夢に描きながら受検登録し、事

前講習に参加、基礎知識からやり直しまし

た。知識説明、操作説明、確認講習を受け

てからは、金型に触り成形機と仲良くし、

学科の猛勉強に取り組む毎日でした。

検定日は不安と緊張の中でしたが、努力

が実ったのか合格したのです。こうして検

定挑戦は終わったのですが、目標はまだ残

っています。それは「 1級技能士」です。

伊藤喬広（コダマ樹脂工業（株））

◇協会長表彰・技能検定功労者

浅野 秀一（岐阜県産業技術センター）

田中 康久（岐阜プラスチック工業（株））

◇協会長賞•特級プラスチック成形

馬渕健太（ムトー精エ（株））

◇後期 1級プラスチック成形・金型製作作業

渡邊拓郎（ムトー精エ（株））

◇後期 2級プラスチック成形・ブロー成形作業

中嶋香介（コダマ樹脂工業（株））

◇前期 1級プラスチック成形・射出成形作業

勝野 隆（明光化成工業（株））

◇前期 1級塗装・噴霧塗装作業

荻野典昭（明光化成工業（株））

◇前期 2級塗装・噴霧塗装作業

清流文化プラザで開催の職業能力開発促進大会 渡邊和也（明光化成工業（株））
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50周年記念事業委員会を開き事業を推進

講師に布垣トヨタ博物館館長を招く
記念式典の概要やスケジュール決める

工業組合は 9月19日「創立50周年記念事業委員会」を開き、半年後

に迫る式典事業の準備状況を協議した。協議項目は①式典の次第②記念

祝辞の依頼③記念講演講師④記念表彰⑤記念誌進行状況ーで、メーン事

業の講演会にトヨタ博物館館長の布垣直明氏を講師に招くことにした。 講師に招く布垣氏

記念事業委員会は児玉理事長ら正副理事長と トヨタヘ入社、自動車のデザイン一筋に勤務、

監事の 6人構成で「事業計画は順調に進んでい

る」と、次の報告があった。式典は来年 5月18

日午後、岐阜グラントホテルで理事会と第30回

通常総会を開いた後、西館の月と花の間で開催

する。式典は①記念式典（各界の祝辞と記念表

彰） ②記念講演会③記念ミニコンサート④記念

パーティーーを予定している。

講師はレクサスのデザイン担当

記念式典の講師はトヨタ博物館館長・トヨタ

社会貢献推進部長（兼務）の布垣直明氏で、こ

のほど快諾を得た。布垣館長は1982年、学卒後

その後レクサス開発事業のデザイン担当者とし

て活躍、 2016年に博物館館長に就任した人。

記念講演では、博物館館長として世界の自動

車産業の歴史と変遷を展望してもらい、さらに

自動車デザイナーを経験した立場から、将来の

部品産業のあり方を示唆してもらう。自動車部

品産業は県内産業の主力産業で、成形加工との

関連は大きく 「布垣講師は記念講演にふさわし

い人」として講演を依頼してきた。

記念表彰の受賞者は35人ぐらい

記念表彰は◇中部経済産業局長表彰◇岐阜県

知事表彰◇岐阜県中小企業団体中央会長表彰（役

員功労．感謝状） ◇工業組合理事長表彰（役員

功労・組合員企業優良従業員表彰） ◇工業組合

理事長感謝状ーを予定している。現在、表彰申

請手続きを進めており、被表彰者は総勢35人ぐ

らいになる見通し。

記念誌は50年間の歴史など150頁

制作中の50周年記念誌は、 A4版一部カラー

印刷。主な内容は①各界祝辞②写真で見る組合

三大事業③組合50年間の歴史④歴代役員・組合

員・青年部員の紹介⑤賛助会員紹介と記念事業

協賛広告特集ーなど約150頁の規模になる。協

賛広告は賛助会員、関連企業、組合員企業から90

社ほどの協力が寄せられ、豪華本になりそう。
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，新年互礼会は 1月16日（火）

I 
金型と共催し新年を展望 I

1 大垣フォーラムホテルで開催

工業組合は新年 1月16日（火）大垣市万石の

大垣フォーラムホテルで『新年互礼会』を開催

する。例年どおり金型工業組合と共催して成形

と金型の両業昇が交流、新年を展望する。

互例会は新年で 8回目を重ね、午後 4時30分

成形の基礎知識から実技まで

今年も初任者研修会開催

検定めざし成形操作学ぶ

好評を得て定員を増やす一

工業組合は岐阜県産業技術センターと共催で

11月14日と、続く月内 4日間『プラスチック

成形（射出成形）初任者研修会』を関いた。組

合員企業の初心者育成や定着対策を支援する定

例事業で、好評なことから組合員企業からは 2

人増え12人が参加した。

知識講習の教材は一新し見易く

研修は全員参加の『知識講習と実技講習』続

いて個別の「実技講習」に分けた 2日間。会場

は各務原市にある成長産業人材育成センターと

人材関発支援センターIII棟で行った。

検定めざして成形の基礎を学ぶ企業の受講生

からの講演会で開始、続いてパーティー会場へ

移り、親睦と交流を深めてもらう。

講演は県商工労働部の増田次長

互礼金には岐阜県商工労働部の増田雅彦次長

を招いて「岐阜県の人材確保と育成策」をテー

マに岐阜県が取り組む産業施策を開く。また

「ものづくり企業ができる働き方改革」（講師

は土田晋也氏）の講演も予定している。

初日の知識講習は、産業技術センターの研究

員と指導員から①高分子の韮礎②プラスチック

の特性③プラスチックの成形加工法ーをテーマ

に基礎知識を学んだ。とくに今回は教材を一新

し、カラー刷りのイラストや図表が各所に入っ

ており、受講者から「見易く、理解し易くなっ

た」と好評を得ていた。

成形実習は2人がペア組み行う

午後は全員参加の実技講習で 1・ 2号機を使

用、金型取り付け一成形条件の設定一材料投入

一成形ー不良対策まで、操作手順を学んだ。

月内 4日間に行なった実技講習は、 2人がペ

アを組み、実機を前に終日、成形操作を行った。

実習を終わり参加者の多くは「成形条件の設定

方法や不良成形対策を知ることができ、検定受

検に自信が付いた」と話していた。

成形機を前に各工程ことの成形手順を聞く
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ダマ樹脂工業株式会社

代表取締役社長児＇ 玉 栄

本社岐阜県安八郡神戸町木守 37 7の 1

電話〈0584〉 27~4141

支 店 東 皐 、 人 阪

営業所本社

工場皐社、横井、指本、栃木、池田

ポリ エ チ レ ン チ ュ ー ブ
農業用ポリエチレンフィルム

闘東海ポリエチェ
代表取締役社長大野 賓

木社丁場 岐旱県羽島郡岐向町野中7」目129番地〒3-）0
TEL(（）丘8) 2 4 6 -1 3 1 3 
FAX (O':i8) 2 4 7 -2 4 1 1 

日巾齊区城疇 j1]ふ番4号 〒丘HJO:ll I 
TEL IO:i2 i 5 2 1 -9 2 9 6 
FAX (O:i2) 5 3 2 -1 6 6 4 

箕松事嘩所 ［松巾阿戸人野1月じ056 〒432-81)6l
TEL (():,3) 4 4 7 - 2 5 1 1 

F ¥x (Oふ:l) 4 4 7 -4 2 4 8 

’”‘““温ヽ
代表取締役

杉 山元彦

各種プラスチック真空成型加工

./L0-/l化成品様式会社
本社・工場冠Ol:0473岐阜曝本巣市温井 24 3 -3 

TEL (058〉324-9155(｛も F以〈058〉324-6221
岐阜工場〒500-8256岐阜市八坂町 40番地の 1

TEL〈058〉271-0861（偲 FAX〈058)275-:.0970 
E-nia.il info@ pearl-kaseihin. co. jp 
U R L http://www.peari-kaseihin . .'co、jp/

“口
トー精工株式
代表取締役田中 肇

本 社 〒509-0147 岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-1

TEL(058)371-1100ff芍 FAX(058)371-2593 

岐阜工場 〒509-0147 岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-93

TEL(058)383-831 l(f芍 FAX(058)383-1516

式
社

株
会

疇取締役社長下野泰輔

圃本社・工場 岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL(0575) 24-2424（代表）

〒501-3217 FAX (0575) 24-0567 
URL:http:/ /www.athena-kogyo.co.jp 

②金華山ロープウェーで岐阜城まで4分。眼下には信長館の跡

業務用食器ー式・製造卸・冶工具金型設計制什

合這プラスチック工業株式会社

代表取締役

日比勝次

本社工場大垣市大島町2丁目g94番地
〒503-000l 合〈0584〉81-1347代）
精工部合〈0584〉75-0333（iし）

淑〈0584〉81-1350

E-mail : ogaki-pla@okbnet.ne.jp 
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参
l

代表取締役社長

林 敬 郎

岐阜産研工業株式会社

〒501-0555岐阜県揖斐郡大野町公郷1403番地
TEL.0585-35-2529 URL:http://www.gifusanken.com 
F邸．0585-35-2526 E-mail:k-hayashi@gifusanken.com 

ヽ
Ecoの輪を技術と製品で広げる

岐阜フラステック工業株式会社

大松利幸取締役社長

本社／岐阜市神田町9-27大岐阜ピルl2F

0 〈058〉265-2232（代

関プラスチック工業株式会社
ブラスチック製品成形加工・ブラスチック精密金型設計穀作

代表取締役

洞 田 裡豊 彰

〒501-3904岐阜県関市明生町2-7-10
TEL〈0575〉22-4352（代）
FAX<0575〉24-5131
E-mail : office@sekipla.co.jp 

＠高安株式会社
ECO+イロン樹脂「クブ孟1;;,e」の製逹・販売
再生原着和Iエステル短繊維の製造・販売

代表取締役
社長

古
向 安 彰

岐阜県各務原市鼓原村雨町3-47

〒504-0828TEL (058)382-2231（代表）

F双 (058)389-4563 
URL http://www.takayasu-rf.eo.jp/ 

E-maii: soumubu@takayasu-rf.co.jp 

④
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叫 4、mankmc"oltd plastic products 

取締役会長

高垣 美代子

八幡化成株式会社
寧社＾工場ぞ50?^ “虹織睾嬢蜀よ衷む＼蠣箔§印？藝地
注 9、、057を匂-'”5FAX、釈行が酪も1印

―R sceltevieR 

ga叫 ens

註kagaki-m魯h訳chimank•＄●i， cojP

mm1hmmげ-.COぷ9

圃Fukushima 
Kagaku 

株式会社ノクミ
〒505・0051美濃1i1l茂市

tel 0574-26・1138 fax 057 

〇
＂扉 l.

MUTOH 
代表取締役社長

武藤修平

椋式会社武顧化成工業所

社岐阜県関市武芸川町跡部781 〒501-2605
TEL0575-46-371 1 F奴．0575-46-2285

第二工場岐阜県関市武芸川町跡部972 〒501-2605
TEVFAX.0575-46-2720 
shuhei-m@mutohkasei.jp 
http://mutohkasei.jp/ 

本
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会

代表取締役

社長

3Dプリンター加工

) l l 瀬

樹脂

忠

業

和（砂()(）11 岐阜県大垣市曽根町1丁目686番地

プラスチック原料製造販売

委託加工及びカラーリング

美濃化学工業 式会社

代表取締役 吉 田健司

〒501-3763

岐阜県美濃市極楽寺 1451-1

TEL(0575)33-1888 FAX(0575)33-1618 

E-rnail:rnkl45l@ceres.ocn.ne. jp 

I I 岐阜県のプラスチック

2017年第230号
平成29年12月 1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - l 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者岩津文子

、日本ポリプ□株式会社
〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番1号 TEL03-6414-4500 
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.造形用樹脂

材料 色

硬質樹脂 白

(ABSライ
透明ク）

軟質樹脂 黒

（ゴムライ
ナチュラルク）
（半透明）

17年10

に薄い,_, I l V ,ヽ-.....、、

に造0形。 パーツを造形するのと同時に、
ワックス（サホート材）を出力。 各レイヤーは紫外線ランプが
当たることで固まり、上部に積層されていき、造形物が完成する
まで、レイヤー毎に繰り返される。

.造型エリア：518x 381 x 300 mm（最大サイズ）
II積層ピッチ：25μ (HD), 16μ (UHD), 13μ (XHD) 

IIサポート材除去：造形後、温風で溶かンヽ
ト：
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